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は
じ
め
に

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
国
際
的
な
生
徒
の
学
力
到
達
度
調
査
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
は
、
し
ば
し
ば
日
本
の
国
際
的
な
学
力
が
﹁
下
が
っ
た
﹂
こ
と

や
、﹁
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
学
力
﹂と
呼
ば
れ
る
学
力
観
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
同
時
に
﹁
学
習
の
背
景
﹂
と
し
て
、

学
力
格
差
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
の
分
析
も
さ
れ
て
い
る
。
以
下

で
は
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
お
け
る
学
力
格
差
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
日

本
の
学
力
格
差
に
つ
い
て
考
え
る
一
資
料
を
提
供
す
る
。

　

Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、
参
加
国
が
共
同
し
て
一
五
歳
児
を
対
象
と
す
る

学
習
到
達
度
問
題
を
開
発
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
初
め
て
の

調
査
が
行
わ
れ
、
以
後
三
年
ご
と
の
サ
イ
ク
ル
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
最
も
新
し
い
二
〇
〇
六
年
調
査
は
第
三
サ
イ
ク
ル
と
し
て
行

わ
れ
た
調
査
で
、
読
解
力
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
、
科
学
的
リ
テ

ラ
シ
ー
の
三
分
野
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
、
特
に
科
学
的
リ
テ
ラ
シ

ー
を
中
心
分
野
と
し
て
分
析
が
行
わ
れ
た
。

一　

習
熟
度
レ
ベ
ル
別
生
徒
の
割
合

　

ま
ず
、
習
熟
度
別
に
日
本
の
生
徒
の
学
力
の
分
布
を
見
て
み
よ

う
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、
実
生
活
と
社
会
生
活
で
効
果
的
、
生
産
的

資
料
紹
介Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
に
お
け
る
日
本
国
内
の
学
力
格
差
問
題

若
槻
健

　

本
紹
介
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
よ
る
国
際
的
な
生
徒
の
学
力
到
達
度
調
査
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
お
け
る
学
力
格
差
に
つ
い
て
整
理
し
た
。
①
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
参
加
国
す

べ
て
で
社
会
経
済
文
化
的
背
景
に
よ
る
非
常
に
大
き
な
学
力
格
差
が
存
在
し
て
い
る
。
②
日
本
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
に
比
し
て
保
護
者
の
学
歴
が
学
力
に
特

に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
③
高
等
学
校
の
選
抜
結
果
が
、
社
会
経
済
文
化
的
背
景
に
強
く
影
響
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
影
響
は
参
加
国
中
抜
き
ん
で
て
高
い
。

要　
　

約
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な
能
力
を
発
揮
し
始
め
る
習
熟
度
レ
ベ
ル
を
レ
ベ
ル
２
と
見
な
し

て
い
る
。
経
年
比
較
が
で
き
る
読
解
力
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
調
査
で
は
レ
ベ
ル
２
未
満
の
生
徒
は
、
一
〇
％
で
あ
っ
た

の
が
、
二
〇
〇
三
年
は
一
九
％
、、
二
〇
〇
六
年
は
一
八
・
四
％

と
増
加
し
て
い
る
︵
図
１
︶。
二
〇
〇
六
年
に
関
し
て
い
え
ば
、

日
本
の
分
布
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
と
似
通
っ
て
い
る
の
だ
が
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
と
比
べ
る
と
、
基
礎
的
な
読
解
力
を
身
に
つ
け
て
い
な

い
生
徒
の
割
合
は
非
常
に
高
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

残
り
の
二
分
野
に
つ
い
て
日
本
の
二
〇
〇
六
年
の
結
果
を
見
る

と
、
レ
ベ
ル
２
に
至
ら
な
い
生
徒
の
割
合
は
、
科
学
で
一
二
・
一

％
、
数
学
で
一
三
・
二
％
と
な
り
、
読
解
力
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

少
な
か
ら
ぬ
生
徒
が
、
基
礎
的
な
力
を
身
に
つ
け
て
い
な
い
こ
と

が
う
か
が
え
る
︵
図
２
︶。

二　

生
徒
の
得
点
の
分
散

　
﹁
分
散
﹂
は
、
生
徒
の
得
点
の
ば
ら
つ
き
の
程
度
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
分
散
が
大
き
い
ほ
ど
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学

力
格
差
は
大
き
い
と
い
え
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
を
一
〇
〇
と
し
た

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
相
対
分
散
値
を
日
本
の
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー
得
点
に
つ
い

て
見
る
と
一
〇
九
︵
表
１
︶
で
あ
る
。
日
本
の
学
力
格
差
は
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
よ
り
大
き
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

表１　生徒の得点の分散

科学的リテラシー得点 分散 OECD
相対分散

学校間
分散

学校内
分散

学校間
分散割合

日本 531  9812 109 52.8 59.2 48.5
フィンランド 563  7301  81  4.7 76.4  5.8
イギリス 515 11156 124 23.4 97.4 18.9
OECD平均 500  9009 100 33.8 67.2 33.1

フィンランド 2006

日本 2006
OECD 平均

日本 2003
日本 2000

100806040200

レベル 5レベル 4レベル 3レベル 2レベル 1レベル 1未満

2.7 7.3 18 33.3 28.8 9.9

9.723.227.220.911.67.4

6.7 11.7 22 28.7 21.5 9.4

7.4 12.7 22.7 27.8 20.7 8.6

16.731.831.215.50.84

図１　習熟度レベル別生徒の割合（読解力）

数学 2006
科学 2006

レベル 5 レベル 6レベル 4レベル 3レベル 2レベル 1レベル 1未満

3.9 9.1 18.9 26.1 23.7 13.5 4.8

2.612.42727.518.58.93.2

図２　習熟度レベル別生徒の割合（日本、科学・数学）
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ア
、
ド
イ
ツ
と
同
程
度
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
よ
り
は
小
さ
く
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
韓
国
よ
り
は
大
き
い

︵
二
〇
〇
三
：
数
学
で
は
日
本
の
相
対
分
散
値
は
一
一
六
で
香
港
と
並

び
最
大
。
最
小
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
八
一
。
二
〇
〇
〇
年
は
サ
ン
プ
ル

に
不
備
が
あ
り
、
日
本
は
比
較
で
き
な
い
︶。

　

ま
た
学
校
間
分
散
と
学
校
内
分
散
に
分
け
て
み
る
と
、
日
本
の

学
校
間
分
散
が
相
当
高
く
、
学
校
内
分
散
が
小
さ
い
。
そ
の
理
由

は
対
象
者
が
高
校
一
年
生
で
あ
り
、
日
本
の
場
合
、
高
校
は
学
力

に
よ
る
輪
切
り
が
行
わ
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も

分
散
自
体
の
値
が
高
い
の
で
、
学
力
格
差
が
相
対
的
に
大
き
い
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
。

三　

社
会
経
済
文
化
的
背
景
の
違
い
に
よ
る 

学
力
格
差

　

こ
う
し
た
学
力
格
差
は
、
何
に
由
来
し
て
い
る
の
か
。
Ｐ
Ｉ
Ｓ

Ａ
で
は
、
学
力
を
規
定
す
る
要
因
と
し
て
生
徒
の
社
会
経
済
文
化

的
背
景
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
を
分
析
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、﹁
家
庭
の
学
習
リ
ソ
ー
ス
﹂﹁
家
庭
に
お
け
る

文
化
的
所
有
物
﹂﹁
保
護
者
の
教
育
的
背
景
﹂﹁
家
庭
の
社
会
経
済

的
背
景
﹂
の
四
つ
を
指
標
と
し
て
用
い
て
い
る
。

上位 25％群

下位 25％群

400

600

450

500

550

科学 読解 数学

561

505
468

529
502

548

図４　「家庭における文化的所有物」水準別の得点

420

560

上位 25％群

下位 25％群

440
460
480
500
520
540

科学 読解 数学

534

498
513

469

545

503

図３　「家庭の学習リソース」水準別の得点
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１　
﹁
家
庭
の
学
習
リ
ソ
ー
ス
﹂
と 

　
　
﹁
家
庭
に
お
け
る
文
化
的
所
有
物
﹂

　
﹁
家
庭
の
学
習
リ
ソ
ー
ス
﹂
は
、
物
質
的
に
恵
ま
れ
た
教
育
環

境
で
生
活
し
て
い
る
か
を
表
す
指
標
で
あ
る
。﹁
勉
強
机
﹂、﹁
静

か
に
勉
強
で
き
る
場
所
﹂、﹁
自
分
専
用
の
電
卓
﹂、﹁
学
校
の
勉
強

に
役
立
つ
参
考
書
﹂、﹁
辞
書
﹂
の
五
項
目
を
用
い
て
指
標
化
し
て

い
る
。
こ
の
指
標
に
よ
っ
て
四
分
割
し
た
生
徒
群
の
う
ち
、
下
位

二
五
％
群
と
上
位
二
五
％
群
の
得
点
差
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら

を
所
持
し
て
い
る
ほ
ど
三
分
野
の
得
点
は
高
い
こ
と
が
わ
か
る

︵
図
３
︶。

　
﹁
家
庭
に
お
け
る
文
化
的
所
有
物
﹂
は
、
家
庭
の
教
育
環
境
の

な
か
で
も
文
化
的
側
面
に
着
目
し
た
指
標
で
あ
る
。﹁
文
学
作
品
﹂

︵
例
：
夏
目
漱
石
、
芥
川
龍
之
介
︶、﹁
詩
集
﹂、﹁
美
術
品
﹂︵
例
：
絵
画
︶

の
三
項
目
を
用
い
て
指
標
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
所
持
し
て
い

る
ほ
ど
三
分
野
の
得
点
は
高
く
、
家
庭
の
文
化
的
環
境
に
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
、
学
力
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
︵
図
４
︶。

　

こ
の
二
つ
の
指
標
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
学
力
格
差
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
平
均
程
度
も
し
く
は
、
や
や
差
が
小
さ
い
。

２　
﹁
保
護
者
の
教
育
的
背
景
﹂=

保
護
者
の
学
歴

　
﹁
お
母
さ
ん
﹂﹁
お
父
さ
ん
﹂
の
学
歴
と
学
力
の
相
関
性
を
み
る

と
、
保
護
者
の
学
歴
が
高
い
ほ
ど
三
分
野
の
得
点
は
高
い︵
図
５
、

図
６
︶。
国
際
的
に
み
る
と
、
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
に
比
し
て

も
そ
の
影
響
が
大
き
く
、
特
定
の
子
ど
も
た
ち
︵
保
護
者
の
学
歴

が
低
い
︶
の
学
力
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ち
な
み
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
保
護
者
の
学
歴
に
よ
る
得
点
差
が

非
常
に
小
さ
く
、
大
卒
は
若
干
高
い
と
は
い
え
、
中
卒
と
高
卒
で

は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。

３　
﹁
家
庭
の
社
会
経
済
的
背
景
﹂

　

経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る
た
め
に
、﹁
お
母

さ
ん
﹂﹁
お
父
さ
ん
﹂
の
職
業
を
質
問
し
、
そ
の
回
答
が
︵﹁
国
際

標
準
職
業
分
類
︿
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
﹀﹂
に
よ
っ
て
国
際
コ
ー
ド
が
与
え
ら
れ

た
の
ち
︶
各
職
業
分
類
に
対
応
し
た
社
会
経
済
指
標
に
変
換
さ
れ

た
。
保
護
者
の
う
ち
高
い
方
の
社
会
経
済
指
標
値
を
選
択
し
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
経
済
的
に
恵
ま
れ
て
い
る
方
が
、
得
点

が
高
い
︵
科
学
︶。
た
だ
し
、
国
際
的
に
み
れ
ば
、
日
本
は
そ
の

影
響
が
︵
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
香
港
、
韓
国
と
同
様
︶
小
さ
い
︵
図
７
︶。
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図５　母学歴別得点
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図６　父学歴別得点
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フィンランド

482
506

551

470
500

526
540 542

558

430

中卒
高卒
大卒以上480

530
580

日本 OECD平均

読　解

フィンランド

446

483

528

466
496

520 537 537
558



36

４　
﹁
生
徒
の
社
会
経
済
文
化
的
背
景
指
標
﹂

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
﹁
家
庭
の
学
習
リ
ソ
ー
ス
﹂﹁
家
庭

に
お
け
る
文
化
的
所
有
物
﹂﹁
保
護
者
の
教
育
的
背
景
﹂﹁
家

庭
の
社
会
経
済
的
背
景
﹂
の
四
つ
の
指
標
か
ら
﹁
生
徒
の
社

会
経
済
文
化
的
背
景
指
標
﹂︵
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
︶
を
構
成
す
る
。

こ
の
指
標
に
よ
っ
て
四
分
割
し
た
生
徒
群
の
う
ち
、
下
位
二

五
％
群
と
上
位
二
五
％
群
を
比
較
す
る
と
、
ど
の
国
に
お
い

て
も
読
解
力
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
、
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
ー

の
得
点
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。
日
本
も
例
外
で
は
な
く
、

三
分
野
と
も
ほ
ぼ
七
〇
点
も
の
差
が
見
ら
れ
る
︵
図
８
︶。

　

一
方
、
日
本
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
値
は
、
そ
の
分
散
が
、
七
・
四

％
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
︵
一
四
・
四
％
︶
よ
り
も
小
さ
く
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力
格
差
と
社
会
経
済
文
化
的
背
景
と
の

関
連
は
、国
際
的
に
見
て
高
く
は
な
い
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
値

を
構
成
す
る
四
つ
の
指
標
の
う
ち
、
保
護
者
の
学
歴
は
、
国

際
比
較
で
も
生
徒
の
学
力
に
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
、
保
護
者
の
職
業
に
よ
る
影
響
力
の
小
さ
さ
に
よ
っ

て
相
殺
さ
れ
て
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
的
に
見
て
、
社
会
経
済
文
化
的
背

景
が
生
徒
の
学
力
に
与
え
る
影
響
は
、
日
本
で
は
た
い
し
た

日本

OECD平均

フィンランド

フランス

400

540

560

580

600

460

480

500

520

下 中下 中上 上

545

506
532

543
559

544

517

491

482

448

464

548

569

596

図７　「家庭の社会経済的背景」別得点（科学）

上位 25％群

下位 25％群

400

600

450

500

550

科学 読解 数学

56269点差

493
460

530
485

556

70点差
71点差

図８　生徒の社会経済文化的背景指標と得点（日本、2006）
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問
題
で
は
な
い
と
い
っ
て
す
ま
せ
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
校
別
に
検
討
す
る
と
、
日
本
の
場
合
、
学
校
の
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｓ
平
均
値
が
一
・
〇
高
く
な
る
と
、
そ
の
学
校
の
科
学
的
リ

テ
ラ
シ
ー
の
平
均
は
一
三
三
点
上
が
る
。
こ
れ
は
、
他
国
と
比
べ

非
常
に
高
い
数
値
︵
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
で
六
四
点
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

一
〇
点
︶で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、学
校
間
の
学
力
格
差
の
多
く︵
五

八
・
四
％
︶
が
、
生
徒
の
社
会
経
済
文
化
的
指
標
に
よ
り
説
明
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
生
徒
の
社
会
経
済
文
化
的
背
景
が
学

校
間
で
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
と
め

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
①
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
参
加
の
ど
の
国
で
も
社
会

経
済
文
化
的
背
景
に
よ
る
非
常
に
大
き
な
学
力
格
差
が
存
在
し
て

い
る
。
②
日
本
で
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
に
比
し
て
保
護
者
の
学
歴

が
学
力
に
特
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
③
高
等
学
校
の
選
抜

結
果
が
、
社
会
経
済
文
化
的
背
景
に
強
く
影
響
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
影
響
は
参
加
国
中
抜
き
ん
で
て
高
い
。

　

日
本
の
場
合
、
社
会
経
済
文
化
的
指
標
下
位
二
五
％
群
と
上
位

二
五
％
群
に
は
、
三
分
野
と
も
ほ
ぼ
七
〇
点
も
の
差
が
あ
る
。
ま

た
日
本
に
特
徴
的
な
の
は
、保
護
者
の
学
歴
の
影
響
が
強
い
こ
と
、

そ
し
て
自
由
競
争
に
見
え
る
高
校
受
験
が
社
会
経
済
文
化
的
背
景

に
強
く
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
学
校
教
育
費
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
水
準
が
低
く
、
公
的
負
担
も
小
さ
い
の
に
私
的
負

担
は
小
さ
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
学
力
格

差
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
社
会
経
済
文
化
的
背
景
に
よ
る
学
力
格
差
は
、
第
一

回
の
二
〇
〇
〇
年
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
調
査
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
日

本
語
版
の
報
告
書
で
も
分
析
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
あ
ま
り
注
目

を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
。
私
た
ち
は
、
国
際
的
な
日
本
の﹁
順
位
﹂

に
目
を
奪
わ
れ
、
こ
う
し
た
問
題
に
目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
を
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誰
の
学
力
が
保
障
さ
れ
て
い

な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
注
視
し
、
学
力
格
差
を
縮
め
る
方
策
を

練
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

︵
本
稿
の
デ
ー
タ
は
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
編
﹃
生
き
る
た
め
の
知

識
と
技
能
⑴
⑵
⑶
﹄
ぎ
ょ
う
せ
い
︿
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
四
年
、
二

〇
〇
七
年
﹀
か
ら
再
構
成
し
た
︶


